
　　
　令
和
4
年
塩
竈
市
成
人
式

　2
部
制
で
開
催
し
、
卒
業
し
た
中
学

校
に
よ
り
開
始
時
間
が
異
な
り
ま
す
。

　詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

案
内
状
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
程
　令
和
4
年
1
月
9
日
㈰

■問
生
涯
学
習
課
学
習
支
援
係

　☎
0
2
2
（
3
6
2
）
2
5
5
6

 

「
防
災
会
議
」
開
催

　地
域
防
災
計
画
の
改
定
に
向
け
開
催

さ
れ
る
防
災
会
議
は
申
し
込
み
の
上
観

覧
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。
会

場
ま
で
循
環
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

日
時
　12
月
6
日
㈪
15
時
〜

場
所
　塩
竈
市
魚
市
場
　大
会
議
室

問
・
申
込 

市
民
安
全
課
防
災
係

　☎
0
2
2
（
3
5
5
）
6
4
9
1

　償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の
申
告

　令
和
4
年
1
月
1
日
現
在
、
市
内
に

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
償
却
資
産

を
所
有
し
て
い
る
方
は
申
告
が
必
要
で

す
。
12
月
中
旬
に
申
告
書
を
送
付
し
ま

す
が
、
申
告
が
必
要
な
方
で
、
用
紙
が

届
か
な
い
場
合
は
連
絡
く
だ
さ
い
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
電
子
申
告
も
受
け
付

け
ま
す
。

申
告
期
限
　令
和
4
年
1
月
31
日
㈪

■問
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　☎
0
2
2
（
3
5
5
）
5
9
3
4

　東
日
本
大
震
災
に
よ
る
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置

　東
日
本
大
震
災
に
よ
る
罹
災
調
査
の

判
定
が
半
壊
以
上
の
方
は
、
軽
減
措
置

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
す

で
に
申
告
済
み
の
方
は
、
新
た
な
申
告

は
不
要
で
す
。

■問
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　☎
0
2
2
（
3
5
5
）
5
9
3
4

　家
屋
を
取
り
壊
し
た
方
は
届
け
出
を

　家
屋
を
取
り
壊
し
た
方
は
家
屋
喪
失

の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
登
記
さ
れ
て

い
る
家
屋
は
、
法
務
局
で
滅
失
登
記
の

手
続
き
も
必
要
で
す
。

■問
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　☎
0
2
2
（
3
5
5
）
5
9
3
4

　風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
ク
ー

ポ
ン
券
の
利
用
は
お
早
め
に

　昭
和
37
年
4
月
2
日
〜
昭
和
54
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性
を
対
象

に
送
付
し
て
い
る
風
し
ん
の
抗
体
検
査

お
よ
び
予
防
接
種
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

は
、
有
効
期
限
が
令
和
4
年
3
月
31
日

で
す
。
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
受
診
が

ま
だ
の
方
は
お
早
め
に
受
診
く
だ
さ
い
。

　ク
ー
ポ
ン
券
が
紛
失
な
ど
に
よ
り
手

元
に
な
い
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
セ
ン
タ
ー

　☎
0
2
2
（
3
6
4
）
4
7
8
6

　私
道
等
整
備
補
助
金
交
付
制
度

　私
道
等
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
に

よ
り
生
活
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、

経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　対
象
は
整
備
を
行
お
う
と
す
る
町
内

会
な
ど
で
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
を
行

い
ま
す
。

■問
土
木
課
管
理
係

　☎
0
2
2
（
3
5
5
）
8
4
0
7

　有
効
期
限
切
れ
の
保
険
証
は
返
却
不

要
で
す

　法
令
改
正
に
よ
り
、
返
却
い
た
だ
い

て
い
た
有
効
期
限
切
れ
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
等
は
自
身
で
の
破
棄
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
社
会
保

険
に
切
り
替
わ
る
な
ど
、
有
効
期
限
前

に
資
格
喪
失
し
た
場
合
は
、
返
却
が
必

要
で
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
等
も
同
様
で
す
。

■問
保
険
年
金
課
給
付
年
金
係

　☎
0
2
2
（
3
5
5
）
6
5
0
3

くらしの情報

生
活
情
報

　「障害者週間」は、広く障がいを持った方の福祉について関心と理解を深めるとと
もに、従来の「障害者の日」(12月9日)に代わるものとして設けられた週間です。
　本市では、令和2年4月に「塩竈市障がいのある人もない人も共に安心して暮らせる
福祉のまちづくり条例」をつくりました。障がいのあるなしに関わらず互いを尊重し
て支え合い、安心して暮らせるまちづくりの実現に向けて、制定されたものです。
　この機会に障がいについてみんなで知って、みんなで考えて、みんなが笑顔で暮ら
せるまちをつくりましょう。

■問生活福祉課障がい者支援係☎022-364-1131

12月3日～12月9日は『障害者週間』です。

広報しおがま2021年12月号 ⓬



　令
和
3
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発

　ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　市
の
審
査
で
入
選
し
た
作
品
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
作
品
・
氏
名
・
学
校

名
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

小
学
生
の
部

市
入
選
　15
人

県
審
査
出
品
　5
人

県
入
選

　山
崎
想
音
さ
ん
（
三
小
3

年
）
、
永
浦
苺
果
さ
ん
（
三
小
6
年
）

中
学
生
の
部

市
入
選
　15
人

県
審
査
出
品
　5
人

県
入
選

　近
藤
百
珂
さ
ん
（
一
中
3

年
）

作
品
展
示
会

期
間
　12
月
7
日
㈫
〜
19
日
㈰

場
所
　ふ
れ
あ
い
エ
ス
プ
塩
竈

■問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　☎
0
2
2
（
3
5
5
）
6
7
4
2

　災
害
援
護
資
金
貸
付
の
償
還
期
限
を

確
認
く
だ
さ
い

　東
日
本
大
震
災
に
係
る
災
害
援
護
資

金
貸
付
金
を
利
用
し
た
方
は
期
限
内
に

償
還
し
て
く
だ
さ
い
。

　償
還
が
困
難
な
方
は
、
事
情
を
確
認

の
上
で
「
分
割
償
還
」
「
支
払
猶
予
」

な
ど
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
電
話
予

約
の
上
、
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

元
金
の
全
額
ま
た
は
一
部
を
支
払
う

こ
と
で
利
子
の
再
計
算
を
行
う
「
繰
上

償
還
」
も
で
き
ま
す
。

相
談
受
付
　平
日
9
時
〜
16
時

■問
生
活
福
祉
課
総
務
係

　☎
0
2
2
（
3
6
4
）
1
1
3
1

　ペ
ッ
ト
火
葬
に
つ
い
て

　塩
釜
地
区
り
ふ
斎
苑
で
は
、
ペ
ッ
ト

の
火
葬
を
行
っ
て
い
ま
す
。
予
約
制
の

募
集
・
案
内

シリーズ高齢者の見守り①
あなたは年齢を重ねても今と同じ生活ができますか?
　離れて暮らす親を思い、「大丈夫かな」と不安になることがあ
りませんか。
　日常生活を見守ってくれる…、何かあったときに駆け付けてく
れる…、こんな要望を叶えてくれるのが見守りサービスです。
　塩竈市では、センサーや通信機器を活用した見守りサービスの
助成制度を創設しました。登録事業者が提
案する6プランからお選びいただけます。 問・受付 長寿社会課長寿支援係☎022-364-1204

温故知新
　塩竈市市制施行80周年を迎え、改
めて噛みしめたい言葉です。
　塩竈市章・市民歌歌詞は、昭和16
年の市制施行を祝う記念事業として
全国公募が行われ、昭和17年市章(黒
潮に太陽を配し、伸びゆく港湾都市)
と共に古関裕而先生に作曲して頂き
市民歌が制定されました。
　その市民歌はまだその存在を知ら
れておりません。
　歌詞の一部に太平洋戦争を彷彿さ
せる翼賛などの表現が含まれ、戦後
はそぐわないとして歌われなくなっ
たと伝えられています。
　故（ふる）きを温（たず）ねて新しきを知る
　今を生きる我々が、先人の歩んで
きた足跡を辿り、次世代に継承する
責務を負っています。
 「あれ、どこかで市民歌のメロディ
ーが‥⁉」

市長コラム

た
め
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
塩
釜
地
区
り
ふ
斎
苑

　☎
0
2
2
（
3
5
3
）
7
5
7
1
　

　 （
友
引
日
お
よ
び
1
月
1
・
2
・
3
日
休
苑
）

 

「
介
護
予
防
健
康
講
話
」
開
催

日
時
　12
月
7
日
㈫
13
時
半
〜
14
時
半

場
所
　公
民
館
図
書
室

定
員
　15
人
程
度

対
象
　お
お
む
ね
65
歳
以
上

申
込
　電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

■問
長
寿
社
会
課
地
域
支
援
係

　☎
0
2
2
（
3
6
4
）
1
2
0
4

　FAX
0
2
2
（
3
6
6
）
7
1
6
7

塩竈市長

高齢者ひとり暮らし世帯数

H21　  　H25　   　H29　　　R3（年）

2,479 3,027
5,000

0

3,788 4,225
H21の1.7倍

広報しおがま2021年12月号⓭



育
士
・
一
時
保
育
・
加
配
保
育
士
・
朝

夕
の
延
長
保
育
士
・
土
曜
日
の
延
長
保

育
士
）
　

　
保
育
所
看
護
師
（
健
康
管
理
お
よ
び

保
育
業
務
補
助
）

　
保
育
所
用
務
員
（
保
育
所
内
外
清
掃

業
務
）

募
集
締
切
　
令
和
4
年
2
月
28
日
㈪

※
資
格
要
件
、
勤
務
時
間
、
条
件
等
詳
細

に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■問
子
育
て
支
援
課
保
育
係

　
☎
0
2
2
（
3
5
3
）
7
7
9
7

 

「
み
や
ぎ
介
護
人
材
を
育
む
取
組
宣

　言
認
証
制
度
」
の
案
内

　
介
護
事
業
所
の
人
材
育
成
等
の
取
り

組
み
が
「
み
や
ぎ
介
護
人
材
を
育
む
取

組
宣
言
認
証
制
度
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

■問
み
や
ぎ
介
護
人
材
を
育
む
取
組
宣

言
認
証
制
度
事
務
局

　
☎
0
2
2
（
3
4
3
）
8
5
6
5

　
宮
城
県
長
寿
社
会
政
策
課
運
営
指
導
班

　
☎
0
2
2
（
2
1
1
）
2
5
5
6

　
年
金
受
給
の
相
談
・
手
続
き
は

　予
約
を
！

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
年
金
相
談
の

予
約
制
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
年
金
事

務
所
の
窓
口
で
、
請
求
の
手
続
き
や
受

給
し
て
い
る
年
金
の
相
談
を
希
望
す
る

育
士
・
一
時
保
育
・
加
配
保
育
士
・
朝

夕
の
延
長
保
育
士
・
土
曜
日
の
延
長
保

育
士
）
　

　
保
育
所
看
護
師
（
健
康
管
理
お
よ
び

保
育
業
務
補
助
）

　
保
育
所
用
務
員
（
保
育
所
内
外
清
掃

業
務
）

募
集
締
切
　
令
和
4
年
2
月
28
日
㈪

※
資
格
要
件
、
勤
務
時
間
、
条
件
等
詳
細

に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■問
子
育
て
支
援
課
保
育
係

　
☎
0
2
2
（
3
5
3
）
7
7
9
7

 

「
み
や
ぎ
介
護
人
材
を
育
む
取
組
宣

　言
認
証
制
度
」
の
案
内

　
介
護
事
業
所
の
人
材
育
成
等
の
取
り

組
み
が
「
み
や
ぎ
介
護
人
材
を
育
む
取

組
宣
言
認
証
制
度
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

■問
み
や
ぎ
介
護
人
材
を
育
む
取
組
宣

言
認
証
制
度
事
務
局

　
☎
0
2
2
（
3
4
3
）
8
5
6
5

　
宮
城
県
長
寿
社
会
政
策
課
運
営
指
導
班

　
☎
0
2
2
（
2
1
1
）
2
5
5
6

　
年
金
受
給
の
相
談
・
手
続
き
は

　予
約
を
！

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
年
金
相
談
の

予
約
制
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
年
金
事

務
所
の
窓
口
で
、
請
求
の
手
続
き
や
受

給
し
て
い
る
年
金
の
相
談
を
希
望
す
る

　
不
安
を
抱
え
る
女
性
・
女
の
子
の
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

〇
電
話
相
談

日
時
　
平
日
9
時
〜
18
時

〇
窓
口
相
談

日
時
　
第
1
・
3
㈮
10
時
〜
15
時

場
所
　
マ
リ
ン
プ
ラ
ザ

期
間
　
令
和
4
年
2
月
末
ま
で

問
・
相
談 

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　石
巻
復
興
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
☎
0
2
2
5
（
2
3
）
8
5
8
8

　み
や
ぎ
女
性
の
た
め
の
メ
ー
ル
・
チ

ャ
ッ
ト
相
談

　
D
V
・
デ
ー
ト
D
V
・
性
暴
力
・
人

間
関
係
の
傷
つ
き
を
S
N
S
で
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か

期
間
　
令
和
4
年
3
月
31
日
ま
で

〇
チ
ャ
ッ
ト
相
談

日
時
　
㈪
㈬
㈮
18
時
〜
21
時
半

〇
メ
ー
ル
相
談

日
時
　
24
時
間
受
付

■問
N
P
O
法
人
ハ
ー
テ
ィ
仙
台
で
検
索

　
令
和
4
年
度
公
立
保
育
所
会
計
年
度

任
用
職
員
募
集

職
種
（
業
務
）
　

　
保
育
士
（
ク
ラ
ス
担
任
・
フ
リ
ー
保

方
は
、
予
約
相
談
を
利
用
く
だ
さ
い
。

■問
日
本
年
金
機
構
予
約
受
付
専
用
電
話

　
☎
0
5
7
0
（
0
5
）
4
8
9
0

 

全
国
一
斉
「
人
権
週
間
」
特
設
人
権

な
ん
で
も
相
談
所
開
設

　
毎
年
12
月
4
日
か
ら
10
日
ま
で
は

「
人
権
週
間
」
で
す
。

　
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
お
年
寄
り
や
子
ど
も
へ
の
虐
待
、

会
社
な
ど
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
い
じ
め
や
体
罰
な
ど
人

権
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

日
時
　
12
月
7
日
㈫
10
時
〜
15
時

場
所
　
仙
台
法
務
局
塩
釜
支
局

■問
仙
台
法
務
局
塩
釜
支
局

 

☎
0
2
2
（
3
６
２
）
２
３
３
８

　
令
和
3
年
度
自
衛
官
等
採
用
説
明
会

日
時
　
12
月
11
日
㈯
13
時
〜
16
時

場
所
　
ふ
れ
あ
い
エ
ス
プ
塩
竈
市

※
仙
台
駅
東
口
案
内
所
（
桜
井
ビ
ル
4

階
）
に
お
い
て
も
随
時
説
明
会
を
行

い
ま
す

■問
自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部
　仙

台
募
集
案
内
所

　
☎
0
2
2
（
2
8
4
）
5
0
0
1

くらしの情報

　
藻
塩
の
里
12
月
の
余
暇
活
動

　
市
内
在
住
の
障
が
い
者
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
都
合
の
良

い
時
間
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
18
日
㈯
9
時
〜

内
容
　
サ
ロ
ン
活
動

※
各
活
動
は
1
時
間
程
度
で
す

※
コ
ー
ラ
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
書
道

教
室
の
開
催
は
未
定
で
す

■問
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　「
藻
塩
の
里
」

　
☎
0
2
2
（
3
6
1
）
0
6
3
1

　
FAX
0
2
2
（
3
6
1
）
0
6
3
2

　
視
覚
障
害
者
情
報
交
流
会

　
見
え
な
い
・
見
え
に
く
い
方
の
た
め

の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
同
じ
地
域

の
方
同
士
、
交
流
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

便
利
な
機
器
・
用
具
も
紹
介
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
13
日
㈪
13
時
半
〜
16
時

場
所
　
公
民
館
会
議
室
（
東
玉
川
町
）

対
象
　
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
（
手
帳

の
有
無
は
問
わ
ず
）
、
家
族
、
支
援

者
内
容
　
講
話
「
ラ
ジ
オ
の
魅
力
」
ほ
か

※
申
込
不
要

■問
宮
城
県
視
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
2
2
（
2
3
4
）
4
0
4
7
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せ
ら
知
お
・
ト
ン
ベ
イ■

件
要

）
由
自
紙
用
（
内
以
句
三
人
1
　

募
応

先
募
応

塩
　
2
7
0
0
―
5
8
9
〒
　

松
小
市
竈

崎
11―

19

子
裕
辺
渡
　

切
締

1
年
4
和
令
　

月
28

㈮
日

与
授
数
多
品
賞
。
料
無
加
参
※■問　

☎
・
FA X

3
6
2
1
）
7
6
3
（
2
2
0

■
N
P
O

念
記
会
総
期
定
ま
が
お
し
と
な
み

時
日

　12

日
4
月

㈯
14

半
時

16

半
時

所
場

F

師
講

大
院
学
北
東
（
ん
さ
之
善
藤
斎
　

）
授
教
部
学
営
経
学

用
費

）
代
料
資
（
円
0
0
5
　

員
定

人
0
6
　

■問
☎

橋
高

5
8
6
0
）
1
6
3
（
2
2
0

会
訪
探
史
歴
釜
塩
■

時
日

　
①
12
月
11
日
㈯
13

　
　
　

②
18
日
㈯
13

所
場

灯
や
碑
石
ど
な
碑
修
改
坂
裏
①
　②

篭

鹽

屏
石
・
首
一
人
百
（
道
海
竈

坂
表
と
）
ど
な
風

合
集

前
居
鳥
口
り
入
坂
裏
①
　

員
定

　
10
人

※

み
込
し
申
前
事
要
。
須
必
用
着
ク
ス
マ

■問

ン
ラ
ボ
ま
が
ほ
し
と
な
み
O
P
N

　
☎

橋
高

5
8
6
0
）
1
6
3
（
2
2
0

■

 

」
歩
一
第
の
理
整
前
生
「

時
日

　
12
月
19
日
㈰
14
時

15

半
時

所
場

P
N
ぎ
や
み
　

O

ザ
ラ
プ

員
定

先
　

着
10

）
約
予
要
（
人

込
申

　
12
月
18

名
件
、
号
番
話
電
と
名
氏
に
文
本

に

12
/
19

信
送
し
力
入　

　

 

■問

ら
そ
と
み
う
人
法
O
P
N

 

　
☎

５
１
３
６
）
０
０
２
（
２
２
0

釜
塩

中
を
家
作
る
い
て
し
を
動
活
で
内
市
　

時
日

　
12
月
19
日
㈰
10
時

15
時

所
場

場
技
競
2
第
館
育
体
ス
ガ
釜
塩
　

■問
　

ム
ラ
グ
タ
ス
ン
イ

「

」

座
講
り
く
づ
手
桶
水
天
■

時
日

　
12
月
19
日
㈰
14
時

15

半
時

所
場

室
習
講
室
分
町
本
館
民
公
　

くらしの情報

場
広
の
な
ん
み

。
も
で
つ
い
験
体
学
見
。
か
ん
せ

時
日

週
毎
　

㈭
10
時

12
時

所
場

室
議
会
大
館
民
公
　

用
費

円
0
0
0
2
額
月
　

■問
齋
☎

5
2
9
7
）
4
5
9
2
（
0
9
0

ブ
ラ
ク
球
水
府
利
■

！
う
も
し
楽
を
球
水
・
目
種
輪
五
　

時
日

方
夕
㈯
週
毎
　

所
場

デ
ン
ラ
グ
　

21

象
対

用
費

円
0
0
0
3
額
月
　

料
無
で
ま
回
2
は
験
体
※■問

ブ
ラ
ク
球
水
府
利

　

川
谷
長

☎

6
2
0
6
）
5
9
4
6
（
0
8
0

１

り
切
め
締
の
号
月

は
12

日
１
月

㈬

す
で

。

　

動
活
民
市
は
」
場
広
の
な
ん
み
「

な
正
公
・
平
公
「
」
の
も
る
あ
の
性

の
金
料
低
で
け
向
者
心
初
「
」
の
も

。
す
ま
し
載
掲
を
」
の
も

報
情
政
市
課
報
広
書
秘
、
は
稿
原
　

ま
）
載
記
に
紙
表
背
は
先
絡
連
（
係

紙
。
ん
せ
ま
き
で
は
け
付
け
受
の
で

も
合
場
い
な
き
で
載
掲
で
合
都
の
面

。
い
さ
だ
く
承
了
ご
。
す
ま
り
あ

員
定

度
程
組
9
着
先
　

込
申
・
問

 

　
☎

5
5
7
5
）
9
7
9
2
（
0
9
0

　
　

 

　
　
　

集

募

員

会
時
日

回
3
月
　

㈬
12

半
時

13
時
40
分

所
場

）
町
川
玉
東
（
館
民
公
　

用
費

円
0
5
7
1
額
月
　

■問

池
菊

☎

4
4
4
5
）
2
6
6
７
（
0
9
0

操
体
ン
ト
レ
バ
■

時
日

週
毎
①
　

㈫
19
時

20
時

週
毎
②
　
　
　

㈮
19
時

20
時

所
場

釜
塩
ス
レ
パ
ド
ン
ラ
グ
①
　

用
費

）
料
無
回
初
（
回
／
円
0
0
7
　

■問

田
村

☎

1
7
1
5
）
9
3
3
7
（
0
9
0

会
友
吟
杜
北
■

出
を
声
分
存
う
思
。
す
で
会
の
吟
詩
　

。
か
ん
せ
ま
み
て
し

時
日

週
毎
　

㈫
13

半
時

15

半
時

所
場

竈
塩
プ
ス
エ
い
あ
れ
ふ
　

■問

辺
渡

☎

6
6
6
3
）
2
4
1
3
（
0
8
0

会
の
蘭
木
「
操
体
ボ
ツ
・
拳
極
太
■

」ま
め
始
く
し
楽
を
動
運
い
な
の
理
無
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